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令和元年度生野区区政会議 第１回まちの未来部会 

 

１ 開催日時 

  令和元年６月３日（月） 19時00分～21時02分 

 

２ 開催場所 

  生野区役所５階502・503会議室 

 

３ 出席者 

（区政会議委員）７名 

 川上委員、服部委員、和田委員、山本委員、亀田委員、田中委員、伊藤委員 

 

（生野区役所）７名 

 山口生野区長、櫻井副区長、中村地域まちづくり課長、橋本企画総務課長、清水区

政推進担当課長、大西都市整備局生野南部事務所長、山戸地域福祉推進担当課長兼

政策推進担当課長 

 

４ 委員に意見を求めた事項 

（１）平成30年度生野区の取組みの振り返りについて 

資料１    平成30年度の生野区の取組み振り返りについて 

       ：まちの未来部会用抜粋分 

（２）その他 

参考資料１  前年度の部会でいただいたご意見・ご提言（要約）と区の考え方、対

応 

                                 ※当日配付 

参考資料２  前年度の全体会でいただいたご意見・ご提言（要約）と区の考え方、

対応 

                                 ※当日配付 

 

５ 会議内容 

○川上部会長 

  どうも皆さんこんばんは。お忙しい中、どうもありがとうございます。 

  それでは、令和元年度第１回まちの未来部会ちょっと座らせてやらせていただき

ます。よろしくお願いします。 

  部会長の川上でございます。申しおくれました。ただいまから、令和元年度第１

回まちの未来部会を開催いたします。区政会議は地域でまちづくり活動を実際に進

めている私たちが区役所と一緒になって、意見を述べる場となっていますので、部

会で出されたご意見は全体会議において報告し、共有することとなります。その中

で、この部会は生野区のまちの魅力や地域活性化などについて、有効で活発な議論

が行えるよう意見交換を進めていきますので、皆様よろしくお願いいたします。 
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  それでは、開催にあたりまして、山口区長からご挨拶をお願いいたします。よろ

しくお願いします。 

○山口生野区長 

  皆さん、こんばんは。お忙しい中お集まりいただきありがとうございます。 

  毎回、私この部会いつも和気あいあいと楽しく、いろんなご意見いただけるので

楽しく参加というか、私もいろいろお答えしながら皆さんのご意見伺っています。 

  本日は、昨年度の一年間の区役所の取り組み、またその取り組みが実際地域では

どのようにこう映っているかでありますとか、また私たちの目の届かない地域の情

報でありますとかそういったところ、まちの未来部会ですので、生野のまちが今後

もどんどん盛り上がっていく、いろんな人がこう、まちづくりに参加するにぎやか

なまちになるように、皆さんのご意見またいただけたらと思っております。 

  本日、資料に生野の広報紙の１月号つけておりますのは、この１月号の特集がシ

ティプロモーションというか、生野のまちの魅力をいろんな人たちが発信してます

よという紹介の特集だったものですから、今回のテーマに合っていると思って配ら

せていただきました。こういったいろんな活動の内容でありますとか、伊藤さんも

ここにいらっしゃいますけれども、取り組みも参考にしながらまたご意見いただけ

ればと思っています。本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

○川上部会長 

  どうもありがとうございました。 

  それでは、議事に入るに当たりまして、これからは学識の委員であります近畿大

学の田中委員に会議の進行等をお願いしたいと思います。田中委員よろしくお願い

いたします。 

○田中委員 

  皆さんこんばんは。部会長からご指名いただきました田中と申します。これから

会議の進行をさせていただきますので、皆様よろしくお願いいたします。 

  それでは、お手元の会議次第に沿いまして、議題１、平成30年度生野区の取り組

みへの振り返りについて、区役所のほうからご説明お願いいたします。 

○清水区政推進担当課長 

  区政推進担当課長の清水でございます。 

  それでは、私のほうより平成30年度の生野区の取り組み・振り返りについてご説

明いたします。お手元の資料１とあるＡ４横のパワーポイントの資料をご覧くださ

い。１枚めくっていただきまして、目次がございます。この目次の項目に沿いまし

て、それぞれの担当課長からご説明させていただきます。下の３ページのほうに、

この部会にかかわります平成30年度の生野区の取り組み全般が記載されています。

生野のまち、人が持っている貴重な地域資源、ポテンシャル、活力を引き出し、区

の内外にプロモーションをしていくといった積極的な取り組みの分野となっており

ます。 

  それでは、これから項目ごとに担当課長からの説明に入ります。説明の都合上、

資料が前後することがございますが、あらかじめご了承お願いいたします。 

○中村地域まちづくり課長 
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  生野区役所の地域まちづくり課長の中村です。 

  まず、私のほうから１、ものづくりの伝統を守り、受け継がれるための支援とい

うところから説明させていただきます。座って説明させていただきます。 

  まず、１に掲げてる事業ですけれども、まず区内の製造業で働く人や技術の魅力

をイラストを交えながら紹介するリーフレット、生野ものづくり百景ですね。こち

らのほうを昨年度は６社、右下に５という数字が入っているのを見ていただきます

と、６社新たに追加しまして合計77社となっております。それで、これはイベント

等でこの百景のパネルを展示するなどして、ものづくりのまち生野区というのを広

く発信しております。 

  それから続きまして、その他の取り組みとして次のページをめくっていただけま

すでしょうか。６という右下のところですけれども、まず、生野工業高校生を対象

としましてインターンシップを開催しました。こちら２日間で３社、３名というこ

とですけれども、参加した生徒や協力いただきました企業様からは好評いただいて

おります。 

  それから、こちらも17回目になるんですけれども、生野工業高校と共催で開催し

ております、ものづくり教室、こちらのほうは34名の参加で、子どもたちが参加し

まして、生徒が丁寧に技術やものづくりの楽しさを子どもたちに教えて伝えている

と。子どもたちもでき上がった作品に満足しております。 

  それから、その他こども工作教室ですとか、見学ツアーの実施をやっております

が、この中の芸術文化に親しむワークショップということで、昨年度に生野区のも

のづくりというのは芸術的な色彩をも伴った作品をつくっておられるところもある

ということで、こういった文化を知っていただくといいますか、経験していただく

ということでワークショップを切り子ガラスですとか、大阪唐木指物などの体験を

全部で９回実施しまして、75名の学生の方に参加いただいております。 

  それで30年度の業績目標としましては、７にいっていただきますと、インターン

シップへの参加者数、先ほど申し上げました３名というのは目標は10人ということ

で、こちらがちょっと目標に達しなかったと。もう１点の、ものづくりページのビ

ュー数というのは、まあまあ実績目標に達しているんですけれども、なぜ３人かと

いうことでいきますと要因分析は、対象は２年生のみであったということと、たま

たまその事業実施日にハローワークが行うインターンシップの日と同じになったと

いうふうなことで、希望先が分散してしまったのではないかなと思っております。 

  今年度は、ものづくり百景、先ほど77と申しました。これを今年度中にも100に

してしまおうと。それから、その他のワークショップですとかイベント、こういっ

たものを事業を再構築してものづくりの楽しさや地域における企業の重要性を子ど

もたちに発信するということを考えております。 

  それで今回、これからちょっとＤＶＤを見ていただくんですけれども、子どもた

ちへの発信ということで、先ほど申し上げました芸術文化に親しむワークショップ

と、こちらのほうは単に参加されてる方々以外にも、どういったことがあるのかと

いうことをＤＶＤにしまして、これを今現在ホームページで掲載しております。ダ

イジェスト版とフルの放送があるんですけども、本日はそのダイジェスト版のほう
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をちょっと今から見ていただきたいと思いますので、ちょっと前のほうのスクリー

ンをご覧いただけますでしょうか。よろしくお願いします。 

（紹介ＶＴＲを流す） 

○中村地域まちづくり課長 

  ありがとうございました。ただいまのがダイジェスト版ですので、ちょっと短か

ったと思いますけども、ホームページには27分のフルバージョンが入っております

ので、もしよろしかったらまたご覧いただけたらと思います。よろしくお願いしま

す。 

  それでは、続きまして２、空き家の利活用による新たな魅力づくりということで

すけれども、取り組み自体は空き家カフェというのが、これ地域が主体となって空

き家対策会議というのやっておられるんですけれども、そちらに参加する中で、そ

ちらのほうと共催でこの空き家に関するセミナーというのを１回やっております。

参加者は64名ということです。 

  それから、４区合同というのは、これは各区役所、阿倍野区を初めとした合同で

空き家の管理セミナーをやっております。さらに、再生まちづくり講演会というの

は、こちらは空き家というよりは、まちづくり自体をどういうふうにしていけばこ

ういうふうにまちが元気になりますというところで、空き家も活用してということ

で講演会をやりました。これは６回やっております。 

  それから、空き家の利活用アンケートと言われてるのは、これ空き家の所有者が

なかなか見つからないということで、空き家の所有者がどういった方がいらっしゃ

るか、それで、その方々に例えばセミナーをやるのでご紹介させてくださいねとい

うことでご利用いただくというようなことで、地域の皆様に協力を得ましてやった

結果が66件ということになっております。 

  それで、空き家の利活用という場合でも、やはり使いたいという人と、それから

使ってもいいよという人のマッチングですとか、発掘は大事ですので、この中でそ

ういった取り組みもやっているということです。 

  業績目標としましては、空き家の利活用を促進する取り組みに着手した地域とい

うことで、目標１地域のところ、実績としては１地域が利活用を促進する取り組み

をやっていこうかというふうに言っていただいておりますので、これを実績とさせ

ていただいております。 

  先ほどご説明しました空き家カフェの拡大版というところでは、アンケートとし

ましては、初めての参加でしたけども大変興味ある事例を見せていただきましたと

か、取り壊さずに何とかしたいというところが新しい発想だったということですと

か、それから、地元の事例を聞けてよかったですと、定期的に開催してほしいとい

うふうなことが出ております。 

  ちょっと申し忘れましたけども、この広報紙に、空き家の活用事例というものを

11回にわたって紹介しております。皆さんもご覧になったかと思いますけども、こ

ういったことを今年度も続けていこうかと思っております。 

  まず、私のほうからは一旦この１、２を説明させていただきました。 

○清水区政推進担当課長 
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  続きまして、（３）10ページ、「生野の魅力」の発掘・浸透でございます。清水

よりご説明させていただきます。 

  まず、昨年度の取り組み実績でございますが、広報紙、ブログ、ツイッターのイ

メージを刷新いたしました。毎月テーマを設定した特集記事を作成いたしました。

また、ブログの発信数は76件。先ほど１月号ご覧いただいたんですけれども、毎月

８ページに、空き家のリノベーション事例紹介いくのｄｅリノベ、また区内でお住

まいの外国人の方を１人ずつご紹介していますＩＫＵＮＯ×グローバル、ものづく

り企業の紹介はピックアップものづくり百景ということで、百景に載っている方を

お１人ずつご紹介しています。それらを、広報紙だけではなくブログやツイッター

などと連携をしながらご紹介を深めているところでございます。 

  １年間でのプレスリリース、報道発表は38件でございました。 

  その次の、官民連携サイトいくのぐらしの開設、30年10月からとありますが、こ

ちらが１月号の特集見開きのページにもご紹介させていただいております、いくの

ぐらし．ｃｏｍという新しいサイトができております。こちらのほうも広報紙とイ

ベント情報ですとか連携させていただいております。 

  30年度の業績目標といたしましては、年間のブログビュー数といたしまして、目

標１万8,000件でございました。実績としまして２万2,224件。プレスの情報がメデ

ィアで取り上げられた件数、目標12件以上、実績のほうは18件でございました。 

  広報紙を読んでいただいた区民の方からご意見を頂戴したものとしましては、ま

ちの人の顔が見える紙面になった。特集記事がわかりやすい。読み物として毎月楽

しみにしている。また、読む気になったという、ありがたいご意見を頂戴しており

ます。 

  本年度は、７月号より広報紙の全戸配布を開始できる予定でございます。また、

文字やデザインなど、今後も工夫しながら手に取り、実際にご覧いただける広報紙

づくりを初めとした、効果的な情報発信に取り組んでまいります。 

  私からは以上でございます。 

○中村地域まちづくり課長 

  あらためまして、地域まちづくり課長中村です。私のほうから、残りの４と５、

ご説明させていただきます。 

  まず、４、地域活動協議会（まち協）の支援と、右下12というところです。地域

課題に自主的に自律的で取り組む地域まちづくり協議会、生野区は地域まちづくり

協議会、地域活動協議会ですけれども、そちらの自律的な地域活動を進められるよ

うに地域活動協議会補助金を交付して、財政的な支援を行っておるところです。こ

こにありますような取り組み、例えば高齢者と小学生の交流事業ですとか、これま

ち協合同ミーティングの開催というのは、各まちづくり協議会さんが実際ほかのと

ころがどんなことをしてるのかなといったことをいろんな皆さんが集まっていただ

いて、その中でテーマを決めて語り合うというふうなことを開催したというのを写

真に載せております。 

  目標としましては、各団体により地域の特性や課題に応じた活動が進められると

感じている区民の割合ということで、これ区役所からのアンケートで数値を出させ
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ていただいておりますけれども、目標40％以上に対しまして、実績は51.1％と目標

達成をしております。 

  この合同ミーティングの中で参加者のアンケートとしまして、初めて参加させて

いただきましたが大変勉強になりましたとか、皆さんの意見を参考に生かしたい、

毎年このようなミーティングがあればいいですねというふうなご意見をいただいて

おります。 

  続きまして５番目、次めくっていただきまして、地域活動協議会の自律運営促進

ということで、補助金の交付だけでなくて、新たな地域コミュニティ支援事業とい

う形で地域まちづくり協議会の支援を行っております。民間事業者のノウハウを生

かして地域まちづくり協議会の事務局機能充実ですとか、担い手の確保などの取り

組みを進めて、一歩進んでほかの組織ＮＰＯですとか民間事業者の連携の取り組み

などを、地域まちづくり協議会が行っていただけるように、この中間支援組織とい

うのも活用して支援を実施しております。新たな担い手づくりの取り組みで、まち

カフェをやって担い手を発掘したりですとか、異文化交流事業への支援ですとか、

こういったことをやっております。 

  ここで上げました目標は、この地域活動協議会の構成団体が、自分の地域に即し

た支援を受けることができていると感じた割合ということで、目標80％に対して実

績は80.1％と、一定の目標は達成できてるというふうな状況でございます。 

  私のほうからは以上です。 

○清水区政推進担当課長 

  担当からのご説明は以上でございます。 

  これまで、各取り組みと目標達成状況についてご説明いたしましたが、16ページ

に全体の目標達成状況の一覧を掲載しております。 

  これらを踏まえました総括といたしまして、次の17ページにございます、区の魅

力あるまちづくりのためには、子育て層や若年層等、対象者ごとに生野区の知名度、

好感度が上がる情報の発信を継続的に行うこと、また、外国人に対しては、やさし

い日本語での行政情報などを継続的に発信することが重要です。 

  生野区が有する魅力的な地域資源をより一層高めるように、広報紙やブログ、ツ

イッター等、各種広報媒体の特性を生かして区の内外に効果的に発信していきます。 

  また、まちの魅力向上、地域活性化のためには、地域住民による自律的な地域活

動を重ねていくことが求められることから、引き続き地域活動協議会を初めとした

各種団体と連携して、ともに持続可能なまちづくりに取り組んでまいりたいと考え

ております。 

  以上が、区役所からの説明でございます。委員の皆様にはどうぞ活発なご意見よ

ろしくお願いいたします。ありがとうございます。 

○田中委員 

  ありがとうございました。 

  そうしましたら、ただいまの説明について委員の皆様、何かご意見とかご質問と

かございましたら挙手の上、お名前を述べていただきますよう、ご協力お願いしま

す。ご意見を言っていただくときにですね、お願いいたします。 
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  順番じゃなくても、感じること何でも言っていただければ。いかがでしょうか。

一応おおよそ目標は達成されているということなんでしょうけれども、若干ですね、

何ですかね、ものづくりの伝統を守り、受け継がれるための支援に関してのみ未達

成というふうに書かれていますが、もっとこういうふうなことをすればいいとか、

こういうことを地域でやっているんでどうだろうかというご意見がございましたら、

おっしゃっていただければと思います。お願いいたします、どうぞ。 

○川上部会長 

  川上でございます。今、未達成と言われたんですけれど、ものづくりの、これ先

ほど発表ありましたように、高校生のインターンシップのこの分だけが何かほかの

イベントとかち合って実績が３人だったということで、あとはあれじゃないですか、

目標のものづくりページのビュー数なんかは超えておりますし、まあまあ達成はし

てるんじゃないですか。 

  それで、私ちょうど見てまして、私とこの地域で西浦さんって匠がいらっしゃる

んですけど、唐木彫りの、先ほどビデオにも出ておりましたですけど、本当にあの

人なんかも気さくな方で、大体ものづくり、匠って言われるような方、ちょっと変

わった方が多いんですけど、一般的には。ですけど、この方なんか本当に気さくな

方で何でも協力していただける方ですので、こういった方が生野にたくさんいらっ

しゃるいうことは、もっと連携を深めていって活性化していくことによってもっと

広がっていくんじゃないかと思いますし、そういうイベントをちょっと増やしても

らったらいかがかなと。それと、チラシ宣伝とか何かで宣伝を増やしていただける

と、そういうことをお願いしたいなと思っています。 

○田中委員 

  ありがとうございます。 

  インターンシップの開催に関して、３名がご参加だったということで、３名とい

うことなんですけれども、実際にこれは生野工業高校の方に来ていただいたという

ことなんですけど、高校は特に何か絞ってというか、生野工業高校だけじゃなくて

ほかにもご案内は差し上げたのかどうか、先ほどチラシの話がございましたけれど

も、チラシとかポスター、あるいはホームページ等でご案内差し上げてるのかどう

か、ちょっとお聞かせいただければと思いますが、いかがでしょうか。 

○中村地域まちづくり課長 

  基本は、生野工業高校生を対象にということでやっております。ですから、生野

工業高校の学生にインターンシップをやったのは、前年アンケート取りましたら、

なかなか生野工業の学生が生野区のものづくりを余り知らなかったからですね、そ

ういったことございまして、やはり実際に体験いただいて、できれば生野区のそう

いった企業とかにも興味を持っていただくとか、そういったことを考えとったんで

すけど、先ほど申し上げましたように、たまたまインターンシップ、ハローワーク

がやるほうをどうしてもやっぱりそちらに興味がいってしまうのかなというところ

がございましたんで、今年度ちょっとやり方をもう少し変えようかなとは思ってお

ります。できる限り生野区のものづくり、いろいろとこうやって我々もＰＲしてお

りますけども、これをよく知っていただくというのが大事と思っておりますので、
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こういったことを考えていきたいなと思っております。 

○田中委員 

  ありがとうございます。 

  川上委員。これどういうふうに工夫したらよろしいでしょうか。何か３名、たっ

たの３名という考え方なのか、あるいは３名でああいう深いインターンシップの中

身が、非常に匠に教えていただくというのはすごくあり得ないというか、ふだんそ

のほかの地域ではあり得ないようなことだと思うんです。そこのところ、数字で評

価してるんですけども、これ数字じゃなくて例えば質とかその内容とか、そういっ

たものの評価というのはいかがでしょうか。先ほどおっしゃったように西浦さんで

すかね。 

○川上部会長 

  前宣伝の先ほどおっしゃられたように、やっぱり行き届いてなかった。それと、

やっぱり工業高校生だけに絞られたということもちょっとどうかなと思いますしね。 

○田中委員 

  もう少しこう広く。 

○川上部会長 

  そうですね。お願いしたいと思います。 

○田中委員 

  ご案内したほうがいいというようなお話ですかね。これ普通科の人たちも、高校

区内では４つぐらいあるんですよね。３つですかね。すみません。 

  工業高校の学生さんもそうですけども、もしかしたら普通科で学んでらっしゃる

人がこんなものを見たら、匠になろうかなとかという気のある高校生も出てくるか

もしれないということですかね。 

○川上部会長 

  そうですね。商業科の方もね、やはり営業的にはこういうこともプラスになるん

やないかなと思いますし。ただつくられるだけのもんに絞られたと思うんです。で

すから、ちょっとそれは技だけに絞られたと思うんですけど、そういうんじゃなし

に、こういう広めるという意味のもうちょっと広い観点から考えていただければい

いんじゃないかと思います。 

○田中委員 

  ありがとうございます。 

  これに関しては、何かものづくりに関して、はい、お願いいたします。 

○亀田委員 

  このインターンシップなんですけど、このものづくり百景の会社の中で行かれる

みたいな感じなんですか。それに関係なく、ほかにもいろんな企業があるのか。 

○中村地域まちづくり課長 

  まず、協力いただけるところということになりますと、やはりここでつながりが

できているとか、そういったところが中心になるのかなと思っております。 

○亀田委員 

  それでしたら、例えばインターンシップ募集前にこのものづくり百景のパネル、
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全部工業高校持って行って、どっか廊下にずらっと全部並べさせてもらって、ここ

の中選べますみたいな形にするのも一つ手かなと思います。以上です。 

○中村地域まちづくり課長 

  ありがとうございます。 

  また、参考にさせていただきます。 

○田中委員 

  それはものすごいおもしろい意見ですね。せっかく百景があるんで、その百景の

中からどれか希望、行きたいなというマッチングですかね、インターンシップの。 

○亀田委員 

  そう。だから、100枚全部張らなくても、今回受け入れできますよという企業分

だけ全部展示すれば、ただ文読むよりもインパクト的にはある、どういうのをつく

ってるとかいう絵でもわかりやすいんかなと思ったりしますんで。 

○田中委員 

  さっきのビデオなんかすごくやってるとこ実際に見て興味湧きますよね。動画だ

と学生さん。 

  いかがでしょう。ほかに何か。これについて。はい、お願いします。 

○伊藤委員 

  インターンシップの話ではないんですけども、ものづくり百景今年100社完成目

標ということで、とっても楽しみです。一方で、これまで掲載してきてるものづく

り企業の中で、やめられてしまったとことか、そういうとこはないのかなとちょっ

と思ったりしたんです。というのは、私桃谷ロイターをつくってる中でも、ものづ

くりのコーナー設けまして、ものづくりの方の取材なんかちょっとさせていただい

てるんですけども、次の号で取材させていただこうかなと思っていたところが、つ

い先月廃業しちゃったんですみたいなちょっと悲しいお話が本当に今日入ってきて、

そこのものづくり百景とかもどんな状況なんかなとちょっと気になりました。 

○中村地域まちづくり課長 

  今、２社がちょっと廃業されて、ですからホームページの掲載で今載ってるとこ

ろと、一番最後の段に廃業されたところということで２つ、一応廃業されても中身

はまだ見ていただくという形は残してます。 

○田中委員 

  これ廃業、残念なんですけれども、やはりそういう実態があるということも皆さ

んご存知ないかなと。百景でこれだけの企業があるんだということを知るというこ

とはとても大事なんでしょうけれども。さっき伊藤さんにお話伺って２社というこ

とで廃業、ちょっと残念ですよね。そういった実態というのも学生さんはご存知な

んでしょうか。区民の方自体もご存知の方いらっしゃらないかもしれないというこ

とですね。 

○服部副部会長 

  西生野の服部です。私、今、工業統計調査のほうで回らせてもらってるんですけ

れども、去年は１件ぐらいの廃業だって、今年回って３件かな、廃業あるんですよ

ね。特殊な貝ボタンをやっておられたとこ、お菓子屋さんと、もう１件は何やった
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かな。３件の廃業を見てるんです。もうやっぱり年がいってきて、あと継いでくれ

る者がいてない。貝ボタンなんかほんまに特殊なボタン屋さんなんで、引き継いで

やってもらえる人あれば結構仕事になるんじゃないかなと思ったりもするんですけ

れども、息子さんがもう多分やりたくないから、あんまり儲からんのでしょう。だ

からもう廃業するということで、回ってしてたら。お菓子屋さんも去年回ったとき

にはもうご主人だけしかいてなかったからどうかなと思って今年回ったら、アンケ

ートはもらったんですけど、後から廃業ということ言うてきはったんで。30件ちょ

っとですか回ってるんですけど、それだけでも３件廃業ということを聞いてるんで

すけど、やっぱり寂しいなと思うんですけどね。そんなことですわね、今のこの私

の西生野の管内だけでもそんだけ廃業していきはるところは。工業立ち上げたって

いうのはほとんど聞かないですから。廃業多いです。 

○田中委員 

  ちょっと残念なことではあるんですけど、これって何か方法はないんでしょうか

ね。どうしたら、その廃業をとめることはできないんでしょうかということなんで

すけども。それはもう個人のあれなので難しいよという話かもしれないんですけど、

言ったら生野の歴史の中でこのものづくりというのは大きな位置づけがあるという

ことなので、何かあの、私以前伊藤さんにペンをちょっと買ったことがあるんです

というか。 

○伊藤委員 

  そうですね。平井木工さんの万年筆、ボールペン。 

○田中委員 

  ボールペンです。それは伊藤さんが積極的にＰＲされたんでしょうか。こういう

のが、いいのがあるから皆さんどんどん買ってくださいとかというご案内をＳＮＳ

でしてくださったので、ああいいなと思って私はそれを購入したということなんで

すけども。やっぱりそういう買っていただく人がたくさんいるほうがいい。 

○川上部会長 

  そうですね。やっぱり需要供給のバランスで。 

○伊藤委員 

  そうですね。私も購入して、それがすごく格好いいというか自分でも気に入って

るんですけど、それをこうフェイスブックだったかインスタグラムに上げたのを、

田中先生が見てくださったということやったと思うんですけども、その南天の木の

ボールペンですけれども、やっぱり何て言うんですか、こう発信はすごく大事やな

と思いますし、発信の仕方もやっぱり大事やなと思います。 

  先ほど見せていただいたＤＶＤなんかはすごくすてきな映像やなと思いましたし、

インターンシップとかワークショップの体験なんかの取り組みは、やっぱり効果あ

ると信じたいところですかね。興味ある方は多分、学生さんもそうですし、社会人

といいますか大人でも興味ある人たくさんいてるとは思うんですけども、やっぱり

知らない人が多いのかなと思うので、私個人としてもやっぱりいいなと思うものは

発信していきたいという思いはありますし、何か今されている中でもっと改善がで

きるんだったらなおよいのかなと思います。 
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○川上部会長 

  今おっしゃった平井さんのところ、これも北巽にあるんですけども、関西テレビ

と、それから新聞、雑誌、もう以前に取材も受けられまして大分ＰＲされてるとこ

ろですので、知っておられる方が随分いらっしゃると。だから、先ほど私も申しま

したように、やっぱり知らせること、やっぱり何かで広く知ってもらうという、あ

あいうマスコミにたまたま載られたら割と早いですよね。そういったんで平井さん

のとこはもう有名になってしまってますけれど。平井さんとか、先ほどの西浦さん

とか、あの辺は割とマスコミでＰＲされておられますので進んでます。だから、

我々が何かこういう広報紙に載せてとか、ものづくり百人衆とか何かそういう雑誌

でもつくって区民の皆さんに全部配るということも一つのあれかなと思いますし、

それで閉店されていくようなところは、やっぱり後継者の問題や思うんですよね。

そのために、今我々がこういうふうな一覧表をつくったりＰＲもしていくというこ

とをやっていかないと後継者はだんだんなくなっていきますので、当然どんどん減

っていきますね。ですから、それを防ぐのにそういう意味でも今のうちにこういう

ありますよというＰＲを、こういう方がいらっしゃいますよというＰＲを、本当に

していかないとだめなんじゃないかなと思っておりますけど。 

○田中委員 

  ありがとうございます。 

  これでもインターンシップ３名ということなんですけども、これやっぱりそのマ

ッチングさせたり、３名でもこれ見てると例えば器具とかで危ないことになってし

まうとあれなので、細心の注意を払ってお一人お一人を教えていただけてるという

ことなので、数多くすることができるのかどうかというところはちょっと難しいな

と思って、３名でもできたということの評価をできるのかどうかというところはち

ょっと考えていかないといけないのかなと思うんですけど、これはどうでしょう。 

○川上部会長 

  そりゃ一回ではちょっと無理ですよ。 

○田中委員 

  そうですよね。 

○川上部会長 

  何回もこれからやっていって、これから何回も続けていって増えていくのが当然

ですから。別に一回でこんだけやったいうことも、落胆することも、要らないと思

いますし。 

○田中委員 

  そうですよね。なかなかそこのとこの評価が一年単位の評価なのでこれ。 

○川上部会長 

  長い目で見ていかないと。 

○亀田委員 

  実際100人インターンシップに参加したからいうて、そのままそこの会社に１人

でも入ればもうけものいう形の、３人のうち１人でも就職そこにしてくれたらいい

という形の評価の仕方もありなのかなと。要は就労につなげていく、地元への就労。
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そういうふうな点を評価項目に入れるとか、そっちを重点するほうが、あくまで参

加するだけやったら幾らでも参加者募ろう思たらできるので、長期目標のほうに逆

に入れたほうがええんかなと、短期目標ではなくいうふうに思います。 

○山本委員 

  ちょっとよろしいですか。東桃谷、山本です。 

  お話聞かせていただいてたんですけど、今そのインターンシップ、そこへ就職す

るために皆さん行かれたんでしょうかな。それとも、こういう企業があるという思

いで行かれたんでしょうかな。そこへ就職するためということであれば、果たして

そこの企業がその人を雇い入れることが可能かどうか、いろんなことが絡んできま

すからね。そういう意味で、できるだけたくさんの人がインターンシップに参加し

ていただいたらいいかと思うんですけど。 

  今ちょっと私考えてまして、例えばこのものづくり百景の冊子を例えば中学校と

か、高等学校に配付して図書館にでも置いてもらって、表紙でもよろしいですから

この企業に興味ある方は見学できますよとか、見に行くことができますよとか、そ

ういうような現地的にそれが受け入れられるかどうかちょっと別として、そういう

ような方法も考えたら、１人でも２人でも増えるんちゃうかなと私今ふとそういう

ふうに思いました。 

  ですから、今その個々のことを考えていくと、その事業所のことばかりになって

ほかの事業所ほんじゃどうするねんということになりますので、今はどないしたら

そのインターンシップに参加する人をたくさん増やすことができるかという点に絞

って考えたほうがいいんちゃうかなと思うんです。 

○田中委員 

  ありがとうございます。 

  今大学でインターンシップというのがあるんですけれども、それはほとんど学生

はそこに就職可能だとか、就職できるということをもくろんでインターンシップに

参加してるんですね。だから、山本委員がおっしゃったように、本当にそこに就職

するというつもりで行くのかどうかというところの部分というのは、とても今ちょ

っと知りたいというか興味があるところではあると思いますが。 

  本当に先ほど亀田委員と山本委員がおっしゃったように、いかに１人でもそこの

ものづくりの会社に入られたということになれば、どんどんうちもインターンシッ

プやりたいという人がたくさん出てきて、可能性としては広がっていくということ

なんですけど、そういう就職したかどうかという評価軸というのは入れられるんで

しょうか。ちょっとお伺いしてよろしいですか。 

○中村地域まちづくり課長 

  基本は、まずは知ってもらうというところから始まってますんで。あと今年もこ

のままやっていくか、今いろいろご意見いただいたんでいろいろ考えていきたいな、

やり方ですね。あるいは、もっと広くということであれば、ここに直接入っていた

だくのか、それともそこのところさっきのような形でもっと紹介していくとか、い

ろいろなことが考えられると思うんですよ。それやったら先ほど委員のお話にもあ

りました、このよく知ってもらうということであれば、生野区もこれで百景で頑張
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ってるんですけども、大阪テクノマスターという制度もございまして、昨年度は先

ほどありました平井木工の平井さんと、それからシューズ・ミニッシュの高本さん

がそれに選ばれまして、そういった方は言ってみたらものづくりのマスター、プロ

ということで、そちらの方をこう表彰して、それでいろんな活動もしてもらうとい

う支援もやっておりまして、それがいろいろとこのものづくりを知ってもらうとい

う一つの手法になるのかなと。 

  それから、百景のほう、私今ちょっと正確に申し上げられませんのでまた確認し

た上でやりますけども、学校のほうには、たしか渡してたような記憶もあるんです

が、ちょっと間違ったら申し訳ないんで、一応今おっしゃったような形、やっぱり

一番大事なのはこれからの子どもたちにものづくりの楽しさとかよさとか、そうい

ったものを知ってもらうということが一番大事やと思いますので、そういった点は

いろいろ考えていけたらなと思っております。 

○田中委員 

  ありがとうございます。 

  広くまずは知っていただいてというところからくると、その延長上でインターン

シップをというようなことの次の段階になるということなので、まず広く知っても

らうことが大事だということなんですけども。今動画とかもありますので。ユーチ

ューブなんか学生よく見てますので、そこの中でその最新のというか技術をこう紹

介しているような画像見ればもしかしたら可能性としては大きいかもしれないし、

逆にそこから始まってもう少し広げて区外の学校、大学も含めた広がりをつくって

いくという必要あるかもしれないとちょっと感じました。 

  ほかに何でも、ものづくりのお話は評価の中で未達成と書かれていたので、ちょ

っと話が広がっていったと思うんですけども、ほかにも達成された部分で、こうい

う考え方があるんじゃないかというご意見がございましたら、いろいろ聞かせてい

ただければいいかなと。どうぞ。 

○和田委員 

  勝山の和田です。 

  先ほど広報いくのが全戸配布していただけるということで、非常にありがたいと

思ってます。やっぱり新聞とってない家にとってはこれなかなか目にすることも少

ないので、本当にありがたいことやと思ってます。 

  ちょっと私気になることが、最近やっぱり外国人の方が非常に目につくんですよ

ね。よく多文化共生という言葉言われてますけど、やっぱり古い町会というか場所

なので、地元の方はほとんど顔わかってる状況で生活できてるんですけど、民泊な

のか何なのかちょっと、要するに外国の方が結構お住まいになってて、災害のとき

の避難とか対応はどうしたらいいのかなと。私の町会にもたくさん外国人おられる

んですけど、学生さんなんか、仕事をされてるのか、観光で来ておられるのか全く

わからない状況で、なぜそこの家に住まれてるのかもわからないし、どう対応して

いいのかもわからないし、言うたら夜に騒いで近所トラブルもたくさんあるし、ど

うやって日本の文化を伝えて仲よくできるのかなというのが疑問というか、今はも

う放ってあるんですけど、しゃべりもできないし放ってあるんですけど、その辺の
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対応これからみんなで考えていかないと、人が増えることはいいんですけど、もっ

と大きなトラブルになったら大変なのかなというのがあるんですけど、その辺のこ

れからの方針というか進行があればお聞かせ願いたいと思います。 

○田中委員 

  これについては、聞いてよろしいでしょうか。お願いします。 

○清水区政推進担当課長 

  清水です。 

  今のご意見ありがとうございます。実は昨年の10月から、生野区で外国人の方と

のコミュニケーションをとる方法をきっかけとしまして、やさしい日本語の取り組

みを始めております。 

  今こちらのステッカーあるんですけれども、これは生野区内のお店や病院、事業

所などにご登録いただいたところに貼っていただいてるステッカーです。こちらを

貼っていただいたところに、こちらの地図に落としてるんですけれども、これを日

本語だけではなくて、英語、中国語、韓国語、ベトナム語に翻訳したものもつくっ

ております。こちらのステッカーを貼っていただける、町中にこのステッカーが増

えるといいなと思っておりますが、また実際に地域でお住まいになっておられる外

国人の方と地域の方とのつながりを、どのようにつくっていっていただくかという

ことがこれから大事になってまいりますので、そのやさしい日本語を地域の方にも

外国人の方にもお知らせをする機会をこれから増やしていきたいと思っております。 

  このマーク、こちらの缶バッジもございますけれども、やさしい日本語を話して

くださいっていう缶バッジと、話しますの２種類つくっております。外国人の方が

必ずしも話してくださいというお願いをするようなものではなくて、あくまでも初

めての最初のきっかけとして挨拶であるとか、優しく小学校１・２年生のお子さん

に話しかけるように、ゆっくりと外国人の方に話しかけていただく、それをスター

トとしまして、顔の見える関係をつくっていただいたり、北巽のほうで川上会長が

これまでも取り組んでいただいてます、地域行事に日生日本語学園の学生さんを多

数呼んでいただいたり、また一斉パトロールにも日生日本語学園の学生さん多数ご

参加いただいておりますけれども、ふだんから顔の見える関係を少しずつ広げてい

くことが大事なのかなと思っておりまして、最初は日本語が全くわからない外国人

の方も多いんですけれども、簡単なやさしい日本語を心がけて会話をまずきっかけ

として挨拶、その次に暮らしていくことで大事なごみ出しの問題であるとか、自転

車のこともございます、いろんなマナーを優しく伝えていただける方が地域の中に

一人でも多くこれから増えていただければありがたいなと思っております。それら

を、外国人の当事者の方のお困りごとをお聞きする機会ですとか、それら支援して

いらっしゃる方たちのご意見を伺う場、また他地域に暮らしていらっしゃる皆さん

からのご意見それぞれをこれからたくさん集めていって、少しでも改善していきた

いと考えております。 

  日生日本語学園のほうでは、生野区と包括協定を結んでいただいてることもござ

いまして、やさしい日本語を使っていくこととあわせまして、多言語化の取り組み

もさせていただいております。いろんな行政文書、全てではございませんけれども、
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やさしい日本語につくりかえることとあわせて多言語化も特に今生野区で多いベト

ナム人の方が非常に激増しておりますので、ベトナム語に翻訳したものをお配りし

たり、ごみや自転車のところに標語をベトナム語で書いたものを貼らせてもらった

りとか、そういう工夫もしているところでございます。 

  日生日本語学園の学生さんたちのご協力をいただきながら、いろんなイベントで

「やさしい日本語」を体験していただくコーナーをつくらせていただく機会をこれ

から増やしていきたいなあと考えております。 

  また、「やさしい日本語」の講習会のようなものもこれからつくっていきたいと

考えているところでございます。また、ご意見ありましたら、教えていただければ

ありがたいと思っております。 

○山口生野区長 

  ちょっと補足してもいいですか、すみません。 

  多分地域で今現にお困りであることで、例えばここ民泊かなっていうときで、民

泊のあれがなかったらちゃんとそれは通報していただければと思っています。 

  あとは一つのマンションにたくさん住んでいるケースがありまして、これは多分

寮であったりとか、どんな形かわからないですけど、まずはマンションの管理者の

方に聞いていただければどの国の方がどんな感じで住んでるかということはわかる

と思います。 

  今清水からありましたとおり、自転車のとめ方、それからごみのマナーに関する

ことは、多言語化したものが必要であれば問い合わせていただければありますので、

区役所の４階の企画総務のところまでちょっと問い合わせしていただければと思っ

てます。 

  生野区としての考え方っていうのは、もう既に目の前にいてはるので、できるだ

けいい形で人と人としてお互いつながれたらいいなということもあって、この「や

さしい日本語」という取り組みをやっているんですけども、大阪市全体でも今年度

調査の上で方針をつくることになっていますので、その方針に合わせていくことに

なります。 

  あともう一つ、私、浪速区に住んでいるんですけども、双子のアフリカ系の男の

子小っちゃい子と女の子とお母さんと歩いてて、声をかけてみたんですけど、お母

さんはもう来て２年だけど日本語は全然でした。子どもはベラベラ関西弁でしゃべ

ってくるので、そういうときにとってもかわいいお子さんだね、みたいな話とか、

ちょっと頑張って英語しゃべってみたりしながらしたんですけど、「ボイストラ」

というアプリが非常に役に立ちますので、それで最低限のコミュニケーションはと

れるかなと思ってます。 

  あと、防災上の課題というのは実は生野区だけではなく、浪速区、中央区、全て

において大きな災害が起きたときの外国の人たちへの情報伝達をどうするかってい

うのは、大変大きな課題です。生野区ではツイッターで災害時に「やさしい日本

語」で情報を流したり、「やさしい日本語」で情報流すためのフェイスブックのペ

ージもつくっていますので、これをまず外国の方に認知していただくように努めて

いるところです。今のところちょっとできることからやっていくということで、ご
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意見もまたいただければと思います。よろしくお願いします。 

○田中委員 

  和田委員、お話伺って、ちょっとご回答を。 

○和田委員 

  やっぱり聞かれるんですよ。どうしたらいいのって。わからないじゃないですか。

答えようがないんで、今のお話はすごく参考になりました。区役所にそういう４階

にあるっていうのも今よくわかったので、じゃあ区役所にそういうグッズがあると

いうことと、ツイッターとフェイスブックに外国の方にわかるようなものがあるん

ですよね。 

○山口生野区長 

  「やさしい日本語」で情報発信しています。 

○和田委員 

  あるんですね。外国の方はそれはわかって…。 

○山口生野区長 

  わかってもらうように今いろいろ啓発をしているところです。そこが結構課題な

んです。 

○和田委員 

  基本的には学生さんが多いんですか。 

○山口生野区長 

  そうですね。今のところ学生さんが多いので、入れかわりも結構激しい。日本語

ペラペラになれたかなっていう頃にまた新しく、そこらへん多分川上委員のほうが

お詳しいと思います。 

○和田委員 

  非常に参考になりました。ありがとうございます。 

○田中委員 

  ありがとうございました。 

○山本委員 

  先ほど外国人とのつき合いのことで役所のほうから説明がありました。地域に外

国の人に一人でも優しい言葉かける人が増えていくことが大事やと、私も本当にそ

のように思います。 

  私も時々コンビニで物買うんですけど、カウンターに行くとほとんどが外国の方

です。名前見たら「グェン」とか片仮名で書いてあるんです。ベトナムの人やなあ

と思いながらも、どこから来られたんですかって聞いたら、ベトナムです言うて、

どのぐらいになりますか言うたら、半年ぐらいですとか１年ぐらいとか言うんです。

日本語上手ですね言うたら、いやいやと言いながらそれだけの会話なんですけど、

そういう会話をどんどん広がっていけば相手の国の人もやっぱり通じ合うもんが出

てきて、今先ほど言われたそういうような形になっていくんちゃうかなと私は思い

ますので、一遍皆さんも試してみてください。本当にお金払うときに私ら名前見た

らわかるじゃないですか。中国から来てるのか、ベトナムから来てるのか、インド

ネシアから来てるのかとか、どこから来られたんですか言うたら、いや、インドネ
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シアですとか、どのぐらいになるんですか言うたら、いや半年ですとか１年ですと

か言うんですね。ほんで日本語上手ですね、受け答えしてくれますから、日常会話

勉強してきてると思うんです。日本語上手ですね言うたら、いやいやと言いながら

それだけのことなんですけど、やっぱりそういうのがどんどん増えていったらお互

いが通じ合うんちゃうかなと私は思います。ですので、皆さんもぜひ一遍試してく

ださい。 

○田中委員 

  ありがとうございます。 

○川上部会長 

  私とこちょうど日生学園というのがございますので、これ２年でまた新しい子が

入ってきてるんです。それで、今年のテーマはちょっと校長先生とお話ししたんで

すけれども、やはり新しい子が来たときにやっぱりマナー、それから自転車とかご

みの問題いろいろあるんで、それがどうしても初めての子は１年間ぐらいちょっと

慣れないです。ですから、去年から始めとるんですけど、とにかく分散して各地域

に住んでますので、これ入られるときにそこのマナーを書いたものを作ってくださ

いと言って、ごみのマナーとか自転車の置くマナーとか、そういった一覧表を各部

屋に全部置いてもらえるように今校長に言いました。それで、もう置いてると思い

ます。日生学園の子に関しましては。450人今生徒なっておりますので、ほとんど

ベトナムが80％、あとインドネシア、スリランカ、ネパール、中国、６カ国いらっ

しゃるらしいです。まだこの調子では増えそうですので、今のうちにそういうこと

学校のほうでもうとりあえず先に入るところのマンションの部屋には、もう各部屋

にそれを貼っといてくださいということで、僕らその言葉がわかりませんから向こ

うの先生に頼んで、その言葉で書いていただいてこういうふうにやりましょうと、

もう初めの子にもう渡してくださいと言うて部屋に貼ってもらってます。私とこの

隣にもちょっと５、６人おるんですけども、そこ私も見ましたらちゃんと各部屋に

それ貼ってくれてまして、最近はもう夜も騒ぎませんし、静かになっております。

最初のころはやっぱり、一昨年あたりは大分僕らも夜中うるさいなあという感じで

見てましたけども、ごみのマナーも種類を分けるということも教えて、今それが受

け継いで新しい子にはいっておりますので。 

○和田委員 

  教えてやらないかんね。 

○川上部会長 

  教えてやらないかんですね。やっぱりね。向こうも去年私食文化のあれで行事を

やったんですけど、今年は何をやりましょう言うたら、校長が地域の人とコミュニ

ケーションつくってほしいということを言われまして、ですから私とこの各町会の

町会長にやっぱりそういうふうに優しく接してつき合ってほしいと、マナーを教え

てやってほしいということを言いまして、できるだけいざこざが起きないようにと

いうことで頼んでおります。ですから、私ところ北巽だけやなしにほかにも住んで

るのはあちこち住んでおられますので、やっぱりそちらのほうの方にもお願いした

いなと思っております。各町会長さんに頼んでおりますんですけどね。私らがやっ
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ぱり先に声かけてやらないと、向こうはどうしても声かけにくいという部分がござ

いますので、よろしくまたお願いしたいと思います。 

○田中委員 

  ありがとうございます。 

  そうしましたら、ほかにもいろいろご意見あると思うんですけど。 

○山本委員 

  10ページにプレスリリース38件、11ページに目標12件以上で実績が18件となって

ます。どのような内容なものプレスリリースして、どんな内容がこれ取り上げられ

たんでしょうか。参考のためにこういうような内容だったということがわかればい

いかなと思ったんですけど。 

○田中委員 

  お願いします。 

○清水区政推進担当課長 

  プレスリリースした内容につきましては、例えば今「やさしい日本語」お手元に

配らせていただきましたこれを始めるときにさせていただいたり、また12月に「や

さしい日本語」からつながろうという区民センターで大きな外国人の皆さんとの交

流のイベントを行いました。そちらのリリースをさせていただいたり、また子育て

の「いくのっ子ひろば」の紹介をさせていただいたり、また去年の６月に第１回目

の生野ラグビーフェスティバルというイベントもご紹介させていただきました。そ

ういう大きなイベントについて、また新しく始めました事業についてのプレスリリ

ースを行いました。昨年はこの「やさしい日本語」デザイン２種類あるんですけれ

どもどちらにも生野という言葉を入れていないんです。これは生野区だけではなく

て、全ての土地において場所において必要なことであるので、自由にこのデータを

ダウンロードしていただいて、全国でもお使いいただけるようにと、使っていただ

きたいという思いで、あえて生野という文字をなくしたんです。そのことから、今

年はオリンピック・パラリンピック事務局でも、このデザインについてもご紹介い

ただきまして、広くこれから全国でもご紹介できるきっかけにもなっていくのかな

と思っております。これに関して非常に数社からメディアのほうから取材をいただ

きまして、丁寧な取材で大きな記事にもしていただいたことがございます。昨年に

おいてはこの「やさしい日本語」についてのメディアでの取り上げられた件数が一

番多くございました。これからも効果的な報道発表を続けていきたいと思っており

ますので、またご意見などいただきましたらありがたいです。どうぞよろしくお願

いいたします。 

○田中委員 

  ありがとうございます。山本委員いかがですか。 

○山本委員 

  本当にすばらしいと思います。ちょっと話元に戻ってもよろしいですか。先ほど

のインターシップの件ですけど、今ちょっといろいろ考えながらしてたんですけど、

これ逆に言うたら、工業高等学校の生徒さんっていうのは大体進学率いうたらどう

なんですか。半分ぐらいは行かれるんですか。もっと多いんですか。大学行かれる
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のは。例えば就職するということでインターシップに行かれたんでしょうかな。ど

ちらにしても今日本の伝統的な文化といいますか、ものづくりといいますか、そう

いうものは別に日本人でなくてもテレビでよく紹介されるんですけど、海外から来

て皆一生懸命やってるんですよ。ですから、別に工業高等学校だけじゃなくて、先

ほども意見出ましたけど普通校でも何でもいいと思うんです。そこへも案内して、

ひょっとしたら大学行こう思ってたけどこっちのほうがいいわっていう人もおるか

もわからんし、そうすることによって３人が４人になる可能性もあるんちゃうかな

と思ったんでということです。 

○田中委員 

  ありがとうございます。 

  いろんなご意見が出てきているということで、山本委員の今おっしゃったことは

ご提案と考えてよろしいんですか。 

○山本委員 

  要するに紹介する学校とかをもうちょっと広めたら参加する人も増えるんじゃな

いかなという、先ほどどなたかも提案されてましたけども。 

○田中委員 

  外国籍の方、あるいは外国の方にもご紹介していくということもありだというこ

とですよね。 

○山本委員 

  そういうわけではなくて、日本の伝統的なものづくりとかそういうことは外国の

人も大変興味持って、日本人以上に頑張ってるみたいなんで。ぜひ日本の中で工業

高等学校だけに限らず、もうちょっと幅を広げて案内したらいいんちゃうかなとい

うような。 

○田中委員 

  ありがとうございます。ご提案があったということですね。 

  ほかに何か。川上委員、先ほど何か言われようとしてましたので。 

○川上部会長 

  いいですか。先ほど空き家の件の問題なんですけども、もう一つ悩みの種が私の

ところの地域で１件ございまして、皆さんにちょっとどういうふうな対処をしたら

いいかお聞きしたいなと思っております。 

  去年の年末から清水課長のところにもちょっとご迷惑かけていろいろ対処してい

ただいたんですけれども、土地を持っておられる地主さんが近くにおられるわけな

んです。それで自分とこの６件ぐらいのところがもう古い建物だったものですから、

もう皆出ていってもらったらしいです。建て直すのかなと思ってたら、そうじゃな

くてそのまま放置されてると。誰も入らないまま放置されているということで、そ

の一角のところに今ではごみの山になっていると思うんです。ごみを大変迷惑かけ

まして、もう私も清水さんのところへちょっと言ったわけなんですけど、対処して

いただいたんですけれども環境局並びに警察のほうにも言っていただいたんですけ

れど、地主がおる限りさわれないというような状態なんです、法的には。今最近ま

た私もずっと何度か見に行っておるんですけれども、だんだんひどくなってきてし
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まいに電化製品が半分ぐらい山積みになっとるわけです。今年の初めに４月ごろ行

って、今何かネットだけ張ってかぶしてくれたんです。もう今放火の問題もござい

ますし、ネットかぶしてくれてそれから防犯カメラを一応設置していただけました。

それで、業者がほりにくるのを防犯カメラで察知して、それを後追跡してもらうと

いう形に今なっているんですけど、確かに業者もほりにくるような状態でしたんで。

防犯カメラでそれ監視してもらっております。その地主がなかなか話し合いに応じ

ないような、ちょっと変わった方でして、何しろ一銭も出さないと。処理代に一銭

も出さないというような状態で、その家も壊す気もない。放置してるんです。税金

の問題もございますんでしょうけど、もう問答の末これ以上言い合いっこしてもし

ょうがないような状態に今なっているわけなんです。これ以上先どうしたらいいも

んか。もうだんだんとごみは増えてくる。それで放火が冷や冷やしてるんですけど、

放火がされるんじゃないかと。中には一般の方が通りがかりでちょっとラジカセを

ほってあったら、それを持って帰る人もいらっしゃる。そういう方も黙認して見と

ったんですけど、そういう方もいらっしゃるということで、これどない、強制どう

してもできないらしいんですけども、強制執行なんかする方法ないんでしょうか。 

○田中委員 

  ごみについては法的な話でよろしいんですかね。 

  法的な話で何か方法はないんでしょうかって、ご相談だと思うんですけど。 

○川上部会長 

  何とかきれいにしたいと思うんですけど。 

○中村地域まちづくり課長 

  そのお話は私も重々承知はしておりまして、川上委員とも直接お話させていただ

いていろいろとやってるんですけども、ちょっと空き家対策という観点でちょっと

考えてみようかなというのは今検討しかけてるところです。もともと今特定空き家

という形で危険な空き家に関しては、指導していって場合によっては最終的な強制

代執行というよっぽどの場合ですけども、そういうこともありますけども、この特

定空き家の要件というのは四つありまして、危険な家屋とそれから環境悪化させて

るとか、それとか衛生上問題があるとか、景観上問題やとかそういったものがある

んですけども、ちょっとこちらのほう残り三つのほうについて基準が今のところ大

阪市まだ決めてないんです。ケース・バイ・ケースで考えるということありまして、

ちょっと今大阪市の中でも空き家の検討する会議といいますか、それが生野区はメ

ンバーとして入ってますんで、その中でちょっと関係局を集めてその基準づくり、

すぐにできるかどうかわからんのでちょっと検討していこうかなと思っているとこ

ろです。その際当然我々生野区も入って、その検討の中で入っていって今はお知ら

せというレベルしかできない状況になっております。法的にもですからもっと強い

意見なり指導なりできるようなことができないかなと。それをちょっと検討してい

きたいなと思っております。ちょっとまだ具体にそしたらいつぐらいというのは言

えないんですけれども、その点は課題として大きな課題というのは重々認識してお

りますので、また動きが出てきましたらまたこういった場でも報告させていきたい

と思いますので、どうぞよろしくお願いします。 
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○川上部会長 

  よろしくお願いいたします。 

○田中委員 

  ありがとうございます。魅力発信というところで空き家の利活用という考えもあ

るんですが、一方で空き家のそういった問題、対策をとらないといけないという問

題も出てきているわけで、それ両人でやっていかないと空き家問題というのは解決

しないということなので、ご指摘委員のとおりだと思います。特定空き家というと

ころで、対策をとっていくというようなお話があったということなので、一緒に知

恵を出しながら協働でやらないといけない問題かもしれないですね。 

  この件について、何か。 

○亀田委員 

  今の空き家のごみの量って結構すごい量になってるんですか。 

○川上部会長 

  すごいなってますね。 

○亀田委員 

  その場合って昔ごみ屋敷で強制代執行でごみどけるいうのをやってましたけど、

そっちの扱いでどけるみたいな検討もできるんですか。 

○中村地域まちづくり課長 

  ごみ屋敷というのは基本住んでるというのがあるんですけど、それは中でも議論

しまして今ごみ屋敷は大阪市条例でごみ屋敷条例というのができてまして、ただ実

際には適用されたのは１件ぐらいしかないんです。この場合、ごみ屋敷の場合は住

んでる本人さんの心のケアとか、そういったことも考えながらやっていくことにな

って、なかなか強制的にというのが難しい点はあるんですけども、せっかく条例が

あっていろいろできるというのがありますから、対応できないかなというのも検討

してるんですけども、ちょっとなかなか住んでおられないし、自分がため込んだご

みではないという微妙なところがあるんですけど、ほかがほった、自分でため込ん

できたらまさにそれごみ屋敷で自分の屋敷内にということあるんですけども、今回

相手さんもおっしゃってるのは私のごみではないというところがある。ここはなか

なか難しいとこなんです。しかし、やっぱり管理責任はあるんじゃないかというと

ころもございますんで、そういった点さまざまな点ちょっと考慮して一定の基準を

つくって、この基準に該当すればこれは指導対象ですよとかいうようなことを検討

していきたいなというふうに考えております。 

○田中委員 

  ありがとうございます。 

○亀田委員 

  なかなか難しいですね。僕の住んでる家の前ももう長屋というか、連棟なんです

けども、屋根落ちてる状態なんですけど、隣が大家さん住んではるんですけれども、

もう年も年やからいうて借家やったんですけど放置のまま。売るに売らないいう形

で、ほかにも何か壁落ちてるけど売って言うても売る気ないいう話のところが何件

かある感じなので、売買結構めんどくさがる。死んでから後やってみたいな感じで
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言いはる人が多いのが、ちょっと困りどこかなというのが何か今の空き家の活用し

ない空き家というか、活用されない空き家のところがもう年やからめんどくさいか

ら死んでから後好きにして、今いらいたくないっていうめんどくさいのか何かちょ

っとわからないですけど、そういうのが多いんかなという印象受けるときが多々あ

ります。 

○田中委員 

  ありがとうございます。すごく問題が複層していて、単純に一つの問題だけでは

解決しないというのがこの空き家の問題、対策ですよね。確かに利活用で非常にい

ろんな住まい方、暮らし方を発信していくのも大事ですけれども、こういう町の中

でいろいろ課題になっている空き家対策という部分をやはりコミュニティとともに

やっぱり解決していかないといけない問題かなというふうに思います。 

  ありがとうございます。 

  ほかに何かございませんでしょうか。 

  お願いします。 

○亀田委員 

  ちょっと、一個戻ってる感じなんですけど、ごみ出し案内とかの件で、大阪市の

ホームページですかね、ごみ出しＡＢＣっていう案内の、ごみの分別ＡＢＣやった

かな、何かそういうのがチラシであったのをホームページで取り込んで印刷できる

ようにして出してはったと思うんです。あれ今確か英語と中国語、韓国語だけやっ

たと思う。例えばベトナム語作って生野区用に作るとかいうことしたりはないのか

なというのと、あとちょっとホームページで日本語のごみ出しＡＢＣの分別のやつ

の同じページの大分下のほうに外国語用というのが、日本語で書いてあるんです。

だから日本人が外国人の方に印刷して渡すのはいいんですけど、外国人の方が探す

となると探せるんかなと思ったりして、ちょっとそれはどうなのかなというのが一

つ。 

  あと、中川なんですけど、外国人との会話の件ですけど、先ほど区長がアプリが

ある言うてたんですけど、それと別に「イージートーク」って翻訳機、音声しゃべ

ってあれ中川２台購入しまして、災害対策用で、ただネット環境がないと翻訳でき

ないという大きな欠点があるという。携帯電波がつながればテザリングいうて、こ

れをインターネットの中継器にしたりとか、あとシムカードを差せば、そのまま電

話回線使って通信できる機能はついてるんで、それで翻訳はできるいうことで一応

災害時に外国人の方来たときに全くしゃべられへんのも困るから買っとこういうこ

とで買って。こないだちょっと海外行く人にとりあえず使ってみていうことで、使

ってもらったら、アジアのほうちょっと行ってもらったんですけど、結構ちゃんと

使えました言うて結構好評でしたんで、そういうのも機材を買っていくのも一つの

手かなと。 

○和田委員 

  今の名前もう一回教えて下さい。 

○亀田委員 

  「イージートーク」っていう。ポケトークとかいろいろあるんですけど、値段的
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にそんなに高くなかった。今のイージートークって通信シム内蔵になってるんで、

電源入れたらもうそこで電話回線使っちゃうんです。もう登録が何カ月とか決まっ

てくるんですけど、そのイージートークいうのはシムカード自分で後で差せるんで、

別のシム買っといていざというときに差せば、そこから使えるようになるいうこと

なので。ふだんはＷｉ－Ｆｉで電話回線のカードは使わずにずっと置いとけるいう

ので、それでちょっと選んだんですけど。あとオフラインで使える機能がええやつ

出てる。そっちがええなとは思うんですけども、なかなかええのが出てないんで今

後の機能の拡充に期待をしながら、またいろいろ調べてもらえればなと思います。 

○田中委員 

  ありがとうございます。コミュニティでそれは購入されて。 

○亀田委員 

  まち協で。防災関連予算で、一応防災の備品として。小学校等で中川、大池中学

校があるんで、大池中学校用と避難所、それぞれ１個置けるようにという形で。値

段も２万ぐらい。 

○田中委員 

  それを３台ぐらい買われて。 

○亀田委員 

  学校に一つずつ分。 

○田中委員 

  すばらしい。 

○橋本企画総務課長 

  ちょっと参考になんですけども、大阪市のホームページ、ごみの出し方日本語と

いうのがあるんですけれど、それ一番上のところにランゲージというところがあり

まして、それ開けて見ていただくと普通は韓国語とか中国語とかそんなんが多いで

す。ずっと送っていただくと30カ国語ぐらい変換するようなものが出てるんです。

中にはベトナム語というのもありますんで、正確にベトナム語はこれでわかります

と自信も持って言えるあれではないんですけれど、大まかなことは多分わかると思

うんです。それをベトナム語のわかる方が見られればということで、ちょっとご参

考にご紹介をさせていただきます。それはごみのところだけでなくって、大阪市の

全ページのところなんですけど。 

○亀田委員 

  わかりました。ありがとうございます。 

○橋本企画総務課長 

  ただ、多分これ入ってるのがグーグル翻訳なんで、正確に確実にそれが訳せてる

かっていうのは、自信を持っては言いがたいところはあるんですけど、ただ大まか

なところは見たらわかっていただけるかなと。どこに電話したらええねんみたいな

ぐらいはわかるかなとかと思います。 

○田中委員 

  本当にいざというときに必要ですよね。確かにおっしゃるとおり、防災以外にも

犯罪にあったりとか、あるいは病気になったりとか、そういった不慮のというか、



 

24 

出来事に関して困ってらっしゃる方がいらっしゃるという話なので、とても大事な

お話を聞けたなと思っています。 

○亀田委員 

  イベントなんかのときでも防災用には買ってるんですけど、いざ敬老祝賀会とか、

夏祭りのときに外国人の方がふらっと来られたときに説明にも使えるっちゃあ、使

える。ほかにも流用はきくので、買って損はないかなという形で。ただ、ある程度

機械に強くないと、操作自体はボタンを押してしゃべるだけなのですごく簡単なん

ですけど、ただインターネット環境につなぐ方法がめんどくさい。最初の設定が機

械に強い人がやらないと難しいというのがあるんで、それだけやっぱりちょっと最

初の導入にけつまずきそうな部分があるんですけど。 

○和田委員 

  しゃべったらしゃべり返してくれるんですか。 

○亀田委員 

  ボタンがついてて、例えば選択で最初の設定で日本語と英語とか、カンボジア語

とか何か設定しといて、日本語しゃべる側のボタン押して例えば「こんにちは」っ

てやって、離すとここに「こんにちは」という例えば英語やったら「ハロー」って

出てきて、ディスプレーにちゃんと日本語と英語両方出るんです。例えば長文で話

したときに間違ってたら、しゃべった文章が日本語で出てくるので間違えてたらこ

れ間違いってジェスチャーでも何でも言えるというか確認しながら。相手側がしゃ

べるときは相手側ボタンがあるんで、そっち押しながらしゃべってくださいって出

せば、しゃべってもらったら次ぱっと外国語の文と日本語の文も出るんで、音声で

聞き取れなくても文章見せてもいけるみたいな使い方もできるんで、結構便利は便

利です。 

○山本委員 

  スマホでもできんのちがう。 

○亀田委員 

  ただスマホでもできるんですけど、翻訳の時間が早いんです。グーグル翻訳使う

よりも。専用のソフトでの翻訳アプリ、スマホのやつ使った場合はちょっと調べて

ないんですけど、グーグル翻訳の回線、スマホでやってるよりはワンテンポ、ツー

テンポぐらい速いのと、あと翻訳精度、同じグーグル使ってると思うんですけど、

そこまでは変わらんと思うんですけどまだちょっとましかなという感じです。 

○田中委員 

  グーグル翻訳も今そんなにおかしな訳し方、あまりなくなってきてますけどね。 

○亀田委員 

  そうですね。たまに何書いてるか調べるのに見てますけど、そんなに変な翻訳に

はならない。 

○田中委員 

  ならなくなってきましたよね。 

○亀田委員 

  結構専門的な翻訳もそこまで違和感、昔は変な翻訳多かったですけど。今はそこ
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までおかしな翻訳ならんのかなと。あと、スラング的なものもちゃんとある程度翻

訳してくれる場合もあるんで、そこは便利かなと。結構関西弁もちゃんと認識して

くれる場合があるんで、あかんときはあかんときでしゃべり直しができるので、そ

の点は便利かなというのがあります。 

○田中委員 

  コミュニティでまち協でそういったことをやろうということになったこと自体、

すばらしいなというふうに思いますけども。 

  ありがとうございます。 

  ほかに何か。お願いします。 

○伊藤委員 

  空き家の件でちょっとお願いも含め、ちょっとお伝えしたいなということがある

んですけども、私空き家の活用のプロジェクトかかわらせていただいてまして、毎

月生野の、19日に空き家カフェというのを開催しているので、そちらも可能な限り

参加しているんですが、５月19日ちょうど日曜日だったかなと思うんですけれども、

いつもはこんなふうにテーブルにみんなついて自己紹介とかこれまで行ってきた活

用事例なんかの紹介なんかをする会、マッチングにつなげていこうという会ではあ

るんですけれども、なかなかやっぱり物件を実際に見に行くということが少なくっ

て、会もちょっとマンネリ化してきてるような状況があって、どうしたらいいかな

というの去年ぐらいからいろいろ議題にも上がってたんですけども、５月19日ちょ

うどお休みだったということもあって、まち歩き兼ねて空き家めぐりをしたんです。

そうするとやっぱり実際に空き家を見てみると、映像とか写真とかで見る空き家と

はやっぱり違う魅力がある。わかりやすかったり、町の雰囲気も含めて何か興味持

ってくださる方がいつもとは違うなという状況が感じれたのがすごくよかったなと

思うんです。空き家カフェに参加してくださってる持ち主の方、何名かはいらっし

ゃるんですけれども、なかなか参加くださる方が増えないっていう悩みが実はあり

まして、さっきも活用されない空き家の持ち主の方、めんどくさいって思ってるん

かなってお話もありましたけれども、もうどうしてもめんどくさい方を無理やり引

っ張り出してとまでは思わないんですが、空き家を何件か持ってらっしゃってでも

どこに相談したらいいのかわからへんとかいうちょっと興味ある人いるんやったら

見せてもいいよとかいう方がいらっしゃれば、ちょっとご紹介というか、お話伺え

るようなことがあるとうれしいなと思ってます。 

  この前、ちょっと東住吉区の空き家の事業、空き家の取り組みの中で生野区の活

動の状況を紹介してほしいと言われまして、私ちょっと行って空き家カフェしてる

ことですとか、これまで取り組んできたことを紹介させていただいたんですけれど

も、やっぱり東住吉区のほうでも同じように協力的じゃない地主さんがいるとか、

ほったらかしになってる建物どうしたらいいんかなっていう同じような悩みがやっ

ぱりあるんやなというのを感じました。 

  ものづくりもそうなんですけど、空き家の問題とかも何か一体に体験、見学みた

いなことが年に何回もするのは難しいかもしれないですけど、空き家カフェ拡大版

みたいな感じで年に１回生野区のまちの雰囲気とものづくりの魅力とちょっと空き
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家のおもしろさ、路地のおもしろさみたいなんが体験できる機会をつくれたら、す

ごいおもしろそうやなと思いました。 

  以上です。 

○田中委員 

  ありがとうございます。伊藤さんはずっと空き家カフェ当初からずっとプロジェ

クトにかかわられて、空き家を探すのも歩きながら探していたという経緯があって、

それが発端になってまち歩きと空き家のカフェが一体になってっていうような試み

をやられていて、ある一定の４件もの成約が出てきたということで、４件成約が出

てきてそれをビデオで動画に撮ってどんな暮らしされてるのというのを空き家プロ

ジェクトの動画を配信しているというような、すごい全国的にみても珍しいという

か、やられてないようなことを実はやってて、しかも府の中で長屋が一番生野区が

多いという中、空き家も大阪市では２番目とか、３番目に空き家が多いという状況

の中で一つずつ取り組んでいくということなんですけど、今後はどういうふうな動

きになっていくのか、何かもしございましたら。 

  今課題は出していただいたんですけども、これから今までも一つずつやって来ら

れてある一定成果が出ているということなので、ちょっとお話、今後どういった、

地域にずっとそういうものをいろんな地域に広げていったほうがいいという方向な

のか、どうなのかですよね。 

○伊藤委員 

  そうですね。いろんな地域にもちろん広げていったらいいなと思うんですけども、

やっぱり思うように進まない難しさですとか、やっぱりケース・バイ・ケースなの

で、こういうやり方でやったら絶対成功しますよみたいなんがない難しさ、逆に言

ったらおもしろいのかもしれないんですけれども、やっぱりそういうのを根気強く

していかなあかんなあというのは思ってます。 

  空き家カフェのこれからの話で、ちょっと話出てますのは毎回会議に２、30人集

まってくださるんです。オーナーさん、あと借りたい、使いたい場所探していると

いう方と私みたいに設計してるとか、工務店の方とか、あともちろん区役所の方も

参加してくださってますし、お金の相談受けてくださるファイナンシャルプランナ

ーの方ですとか、不動産の方、あと金融公庫の方とかもたまに来てくださったり、

ジェイコムさんとかそういう方も来てくださったりはするんですけれども、やっぱ

りそういう大人数集まってる中で限られた時間で話、やりとりできることって少な

いというか、余り詰めた話できないなあというところもあるので、今年度はオーナ

ーさんだけ集まって実はこんなこと悩んでるやけど、いっつも話できひん、ちょっ

ともやもやしてたんやけどっていうのを話できる場、毎回参加して場所探してるっ

ていうてる方がいるけど、実はああいう方はちょっとお断りしたい。みんながいる

場では言われへんけれども、お断りしたい。こういう人には来てほしいっていうそ

ういうオーナーさんの実は抱えている要望を聞くということをしていこうかなと。

そういうオーナーさんだけの会と、あとやっぱり借りたい人とかも空き家カフェ毎

月19日ってしてるのはすごくわかりやすくっていいなと思う反面、やっぱり平日開

催とかになるとお勤めしてたり、平日何か動けない事情がある方にとっては参加し
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たいけどできひんみたいなこともあるので、お休みの日とか、夜の時間に借りたい

人だけの会をしましょうかという話も出てたりします。 

  空き家カフェだけにとらわれずに何か広くつなげていけるようなことはしていこ

うかなというのが、今実際出ているとこのこれからの動きです。 

○田中委員 

  ありがとうございます。そういった状況だとお話しいただきました。 

  いろんなお話がどんどん出てきているんですけれども、何かもしこんなことって

お気づきのことがあったら、この際ですので言っていただいて。 

○亀田委員 

  すみません。亀田です。空き家カフェのマッチングって大体借り手、貸し手みた

いな賃借系が多いですかね。売買とかはないっていうか。 

○伊藤委員 

  売買もありますし、生野区やっぱり地主さんがある程度の土地持ってはる地主さ

んがいて、その上に借家を建てて長屋とかもそうですけど。 

○亀田委員 

  借地権とか。 

○伊藤委員 

  そうですね。ですので、空き家カフェというか、空き家のプロジェクトで最初に

お手伝いさせていただく、まだ１号案件で言われているﾊｼﾂﾞﾒさんという物件があ

るんですけど、そこはもう本当に６軒長屋の一番端っこの上屋だけ購入されて、土

地は地主さん売ってくださらなかったので、借地契約してという形でその後工事し

てということで進めていたんですけど、売買の相談っていうか、買いたいっていう

希望の方もいてますね。 

○亀田委員 

  個人的にはいろいろ自分で家買ってリフォームして貸してはおるんであれなんで

すけど、でも住む家やったら住宅ローンで年収の何倍っていうか、何千万って借り

れるんですけど、通常の賃借物件を買う場合でしたら普通のローン、フリーローン

とかでしたら年収までしか借りられないという制限があるみたいで、要は買いたい

けれどもお金足らんというのがこないだあって、そういうのでいろいろめんどくさ

いというか、昔はそんなんなかったっていうか、逆に事業ローンみたいなんで借り

ないと出ないかなという感じで、ちょっとハードルが上がるのかなとか思ったりす

るのと、大体こういうの古民家再生というか、古いのを生かすいう感じでやっては

るんで、僕逆に全部柱だけ残して外側も全部やりかえちゃうのが多いんで、余り見

た目が現代的になってしまってちょっと違う感じなんですけれども、リフォームは

結構してはおるんでちょっと興味あるっちゃあるんですけど、ちょっと毛色が違う

なという感じな使い方してるので。 

  仕事的には古民家再生じゃないですけど、長屋のオーナーさんが借り主さんの好

きな間取りでリフォームして、でき上ってそのまま貸すいうとこの改修してるとこ

ろを見たりもしてるので、その場合ただ結構いろいろ話聞いて始まってから入居ま

での期間がすごい長いんです。要は話、こういう間取り、例えば表に土間のたたき
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があるとこでしたら、そこ花屋さんにするからというて奥に住居で、花屋仕様でこ

こにシンクがあって、ここ簡易の冷蔵庫置きたいんでここ広げといてくださいみた

いな話で工事したりとか、あと途中でレイアウト変わったり、ちょっと違うなって

なったりしてとかで、そういうので入居者の方もマッチングしてしまえば、案外長

いこと住んでくれるしいいのかなと思ったりはしてます。結構そこを僕今仕事し出

したとき、初期ぐらいに水回りさせてもらって今まだやってはるんで、長いことず

っと入ってはるんで、そういうのもうまいこと合えばいいかなと思います。 

  以上です。 

○田中委員 

  ありがとうございます。 

  いろいろご意見が出てきたようですけれども、何かこれだけは言っときたいとか、

お話がございましたら、いかがでしょうか。 

○服部副部会長 

  外国の方、結構みんないいような話ばっかりしてはるから反対の意見もせなあか

んかなと思って。騒ぐのは騒ぐ、警察に言うていって治まって、また20分したらま

た騒いでるいうふうな話も聞いてるし、私は直面したんですけれども、朝７時ごろ

によその家のガレージあけて入って、そこで座って酒飲んでる。何してんのって言

うたら、わからん言葉でしゃべってくる。警察へ電話したら警察来て、何やかんや

言いもってなかなか出ていけへんから、もう警察もしょうがないから引っ張り出し

て出てもらった。昔からあまりええ思いしてないんで、拒絶反応かなり起こしてる

んですよ。だから、みんなええ話ばっかりしはるなあと思ってたわけ。果たしてそ

うなのかなと思って。昔からつき合ってるやつにはだまされるし、いろんな嫌な思

いがたくさんあるんで、あまり外国の方、いい人もいてるんやろうと思うんですけ

ども、当たる人当たる人が余りええことないんで、拒絶反応がきついかなと思って

るんです。そんなとこです。 

○田中委員 

  はい、お願いします。 

○山本委員 

  ここで話されてることは私は決していい話ばっかりじゃないと思うんですよ。い

い話というよりか、現実はここに皆さん住んでおられるから今副部会長から言われ

たようなこともあるから、それはそれでどう解決していかなあかんかなということ

やと思うんです。最終的には警察が連れて行ってくれたいうことですから、それで

解決になるんかどうかわかりませんけれども、しかし現実に住んでると、これから

来るんじゃなくて現実に住んでるわけですから、それはもう仲よくしていくほか道

はないと思うんですよ。ただ、なかなかこっちの思惑が向こうに伝わらない。そう

いうことがあるのでもう恐らく１年や２年では、もう本当に一つ一つ積み重ねて、

さっきのこういうようなことやったりとか、声かけ、先ほどもおっしゃったこちら

から声かけないと、そうやと思います。そういうことをやっぱり積み重ねていって、

だんだんだんだんやっぱり仲よくなってもらって、特にこの４月から外国人労働者

５年間で34万人とか実習生、また入ってこられますので。ある地域ではもう外国人
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の自動車産業の地域では、外国人のほうが多い町もあちこちあるんですよね。そこ

はそこなりにいろいろ工夫してやっておられるわけですから、我々もやっぱり皆さ

んでいろんな意見出しおうて、今服部さん言われたことも現実にあるわけですから、

それはそれでどない解決していこうかと。最終的には警察に任せなしゃあないです

よね、それは。そういうこともあるけれども、それ以外のことはやっぱりみんなで

話し合いをして、どうしていくかというふうにしていかな仕方ないんかなと思いま

す。 

  それと、空き家のことも伊藤さん頑張ってやっていただいてますから、それはそ

れで私ものすごい立派なことやと思いますし、後はもう自然淘汰といいますか、今

生野区私も自転車であちこちよう行くんですけど、見たら結構新築の家たくさん建

ってるんですよ。古い家潰して、皆さん地域どないですか。私よその地域行っても、

結構、またそれも売れるんですね、あれ。売れるいうことは多分さっき住宅ローン

の話出ましたけど、住宅ローンがなかったらなかなか買いませんからね。20年とか

30年とか、ということはやっぱり若い人が入ってきてるんちゃうかなと思うんです。

というて、そんな私ら後何年生きられるかわからへんけども、伊藤先生みたいにや

っぱり頑張ってもうて、それはそれなりに実績上げてもうたら少しでも解決するん

ちゃうかなと思います。 

○田中委員 

  ありがとうございました。 

  そろそろ時間が、話は尽きないと思うんですけれども、時間がきてしまいました。

残念ですけれども、これでもしご意見がないようでしたら、これで意見交換を終了

させていただきます。どうもありがとうございました。 

  では、事務局のほうにお返しいたします。 

○川上部会長 

  田中委員、どうもありがとうございました。 

  事務局から連絡事項がございましたら、よろしくお願いいたします。 

○橋本企画総務課長 

  委員の皆さま、ありがとうございました。多くの有意義なご意見をいただきまし

て、ありがとうございます。本日いただきましたご意見につきましては、６月21日

の全体会で部会として報告をしていただくことで、他の部会の委員の皆様にも共有

をしていただきます。 

  報告内容は事務局でひとまず整理をさせていただきまして、部会長、学識委員と

調整をさせていただきますので、よろしくお願いをいたします。 

  また、ここで一つお知らせでございますが、区政会議に関する本市の条例により

まして、本年の９月末をもちまして、現委員の皆さんの２年間の任期が満了となり

ます。次の区政会議の部会は、10月以降に開催を予定しておりますので、本部会で

現委員の構成としては本日が最後となります。区政会議委員の改選につきましての

詳細は、次回の６月21日に開催予定しております全体会にて、お知らせをいたしま

すので、よろしくお願いをいたします。 

  事務局からの報告は以上でございます。 
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○川上部会長 

  どうもありがとうございました。 

  それでは、本日の会議を踏まえまして、山口区長から一言お願いいたします。 

○山口生野区長 

  皆さん、ありがとうございました。 

  山本委員が最後にまとめていただいたみたいにやっぱり不愉快な思いをして、今

までそういう実際今地域で困っているんだという声もありながら、ただ今目の前に

たくさんの方が一緒に住んでいる町であるというところで、一つずつ地域でもそれ

ぞれ考えていただいてますし、私たちも大阪市としてもやっていかないといけない

と思っています。私、この若いアジア圏の若者たちを見るときにいつも思うことが

ありまして、大体19、20歳前後なんですけれども、やっぱり国から出てきて言語の

わからない、それも日本語ってかなり難度が高い言語ですので、それを学んでやっ

てきて、そして地元ほぼ借金っていうか、学費を借金して来ていますので、コンビ

ニなり飲食店で働かないととにかくやっていけない若者たちが夢を見て来るんです。

その若者たちを安く使うっていうたら悪いんですけれども、やっぱりコンビニであ

ったり、飲食店というのは使わないと回らない、日本人の生活は彼らによって既に

支えられてる状態であるということ、そのことをいつも考えます。何人かとしゃべ

ったりするんですけれども、将来パティシエになりたいんだとか、いろんな夢を持

って来ています。彼らの夢がかなえばいいなと思うと同時に、日本の若者はこれか

らいろんな国の人たちと一緒に働いて、当たり前のように働き、当たり前のように

暮らし、ひょっとしたら家庭を持ちというような世代になっていくんだなというこ

とも感じています。生野区っていうのは、全国でも先んじて多文化のまちであると

いうことをいろんな課題解決もしながら、やっぱりポジティブに考えていって、生

野で育つ子どもたちが実は将来的にあと10年とかしたときに、日本のいわゆるトッ

プランナーというか、外国の人と当たり前に働けるよう、当たり前に理解し合える

よというような、そういうグローバルな感覚を持った子どもたちになるんじゃない

かという期待も感じています。なかなかそれぞれの地域では受け入れられない場面

とかあるかもしれません。そのときは相談していただければ一緒に解決していきた

いと思ってますので、今日のご意見、あと空き家の問題でありましたものづくりの

話でありました貴重なご意見いただきました。また、区政に生かせていきたいと思

っております。これからもどうぞよろしくお願いいたします。今日はありがとうご

ざいました。 

○川上部会長 

  どうもありがとうございました。 

  区政会議は生野区の将来について区民同士が率直に情報交換をしたり、意見語り

合える場であります。 

  また、６月21日金曜日には第１回全体会議の開催が予定されておりますので、今

後も活発なご意見をよろしくお願いいたします。 

  それでは、これにて本日のまちの未来部会を終了いたしたいと思います。 

  すみません。このメンバーでもう最後ですね。このメンバーでの部会は本日で終
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了ということでございます。皆さん、どうもこれまで本当にお疲れさまでございま

した。 


